
第２回技術検討委員会報告会

室瀬和美

技術的な面での塗装について
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桐油塗と久志間切弁柄
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岡山大学 高田研究室撮影
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岡山大学 高田研究室撮影
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平成復元の市販弁柄 BIOX弁柄
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黄塗と黄色塗
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古代の史料の中で、「黄牛（こうぎゅう）」という言葉が出て
きて、これは黄色ではなく、飴色の牛を指す。

また、鷹狩で用いる鷹のうち、若い鷹を「黄鷹（きだか／わか
たか／おおたか）」と呼んでいた。オオタカは幼鳥の時は胸の
羽が茶色く、成鳥になると白く変化するのですが、「黄鷹」は
この幼鳥の時の茶色の羽に由来している名前。

こう考えると、黄色＝飴色（茶色に近い色）を指す可能性もあ
る。
「黄漆」の「黄」を「茶色っぽい色（飴色？）」と認識してい
る可能性もある。
「飴色の漆」だと、くろめ漆を塗っているような色になる。
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白檀塗楼閣山水箔絵湯庫（写真提供・所蔵 浦添市美術館）
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平成復元時おせんみこちゃ
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金磨
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復元楽器（三金、新心、三板、両班）



18

漆器(復元楽器)収蔵品№416
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掻き合わせ真塗



21


